
指 標

指標の意義

各指標の計算式と分母・分子の項目名 分母・分子の解釈

分子
分母のうち当該施設において初めて麻薬が処方された日もしくは
次回の診察時の診療録に痛みの程度の記載がある患者数

外来も含む

分母 当該施設において麻薬が処方された患者数

収集

期間
1ヶ月毎

調整

方法

指標の計算式、分母・ 分子の解釈

2018年間数値報告

考察・分析

麻薬処方患者における痛みの程度の記載率

最小値 0.00 25％値 58.88 中央値 90.00 75％値 100.0 最大値 100.0

回答病院 12施設

回答病院はわずか12に留まりました。民医連指標41: 緩和ケア中がん患者の定量的疼痛評価実施、では、がん性疼

痛緩和指導管理料算定数として分子を設定していますが、この算定のための要件のひとつとされています。こちらでは

算定は24病院となっており、分子の算定方法が困難であり、測定におけるバイアスが大きく関わっていると思われます。

データが提出されている病院では、中央値は90%と高値であり、十分に取り組まれていると思われます。

がん患者へ麻薬を処方する際に、疼痛のアセスメントが適切にされているかどうかをみる。

厚9
Process

（厚労省共通指標）
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